
（別紙３）

～ 2026年　2月　27日

（対象者数） 33 （回答者数） 22

～ 2026年　1月　30日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・支援の質の向上を図る為に研修等に参加する。

2

・今後は、評価の視点や支援方法の共有をさらに丁寧に進
め、職員間の連携を深めることで、より安定した支援体制の
充実を図っていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・家族支援の充実に向け、職員間で支援の視点を共有し、家
庭で実践しやすい具体的な関わり方を伝えられるよう取り組
んでいく。

2

3

・各職員が有する専門資格や知識を活かし、多面的かつ専門的
な支援を提供できる体制が整っている。

・評価や支援など、専門的な視点から支援ができる。
・多種多様な視点から見れるため、課題解決に向けて話し合い
を都度行っている。

・法人全体で小児分野に取り組んでいるため、子どもの発達段
階や特性に応じた専門性の高い支援を提供できる体制ができて
いる。

・アセスメントの視点と支援方法の共有し、継続的かつ一貫性
のある支援が行えるよう工夫している。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・家族支援のうち、ペアレントトレーニングの視点を踏まえた
助言や関わりについては、十分とはいえず、今後強化が必要で
ある。

・保護者への助言や関わりが、その場その場の対応になりやす
く、継続的・計画的な支援につながりにくい。

2026年　1月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　3月　11日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス翠（みどり）

○保護者評価実施期間 2026年　1月　5日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


